
▲山王小学校。校庭の桜が春を告げる（撮影協力＝大田区立山王小学校）

▲電信柱を再利用したという木製遊具
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まちあるきが楽しくなるおもしろ投稿募集中！
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静
な
住
宅
地
と
し
て

知
ら
れ
る
山
王
だ

が
、
明
治
初
期
に
は
の
ど
か

な
田
園
と
山
林
が
広
が
っ
て
い

た
。
一
八
七
二
（
明
治
５
）

年
に
鉄
道
が
通
り
、
４
年
後

に
は
大
森
駅
が
開
業
。
都
心

や
横
浜
と
の
行
き
来
が
便
利

に
な
る
に
つ
れ
、
海
を
望
む

武
蔵
野
台
地
の
突
端
に
位
置

す
る
山
王
は
、
東
京
郊
外
で

も
屈
指
の
環
境
の
良
い
土
地

と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ

た
。
政
治
家
や
実
業
家
な
ど

の
別
荘
が
建
ち
始
め
、
一
八

閑
　　

増
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、

増
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〈
山
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学
び
舎
〉

八
四
（
Ｍ
17
）
年
に
は
駅
西

側
の
天
祖
神
社
の
隣
に
庭
園

「
八
景
園
」
が
開
設
さ
れ
て

花
の
名
所
と
し
て
賑
わ
う
な

ど
、
街
の
様
子
は
急
速
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

　
一
九
一
一
（
Ｍ
44
）
年
、
不

入
斗
村
の
磐
井
学
校
と
新
井

宿
村
の
新
泉
学
校
が
合
併

し
、
入
新
井
尋
常
小
学
校

（
現
・
入
新
井
第
一
小
学

校
）
が
開
校
し
て
こ
の
付
近

唯
一
の
小
学
校
と
な
る
。
当

初
は
15
学
級
（
児
童
数
八
六

四
名
）
だ
っ
た
と
い
う
が
、

一
九
二
二
（
大
正
11
）
年
に

入
新
井
第
二
尋
常
小
学
校

（
現
・
入
新
井
第
二
小
学

新
井
第
三
尋
常
小
学

校
の
創
立
か
ら
30
周

年
と
な
る
一
九
五
五
（
Ｓ

30
）
年
、
校
歌
〈
山
王
の
学

び
舎
〉
が
完
成
し
た
。
詞
は

静
岡
県
出
身
の
詩
人
で
仏
教

讃
歌
の
作
品
も
多
い
長
田
恒

雄
に
よ
る
も
の
で
、
山
王
小

学
校
の
屋
上
か
ら
見
え
た
東

京
湾
や
富
士
山
の
ほ
か
、
ゆ

か
り
の
深
い
植
物
と
し
て
梅

を
歌
い
込
ん
で
い
る
。
か
つ
て

「
八
景
園
」
が
梅
の
名
所
で

あ
り
、
鉄
道
唱
歌
に
も
「
梅

に
名
を
得
し
大
森
を
」
と
歌

わ
れ
、
大
田
区
の
花
で
も
あ

る
梅
は
、
入
新
井
第
三
小
学

校
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
校
章
に
も
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。

　
曲
は
高
知
県
出
身
で
童
謡

「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」
や
文

部
省
唱
歌
「
ス
キ
ー
」
を
作

曲
し
た
平
井
康
三
郎
が
担
当

し
、
新
生
・
山
王
小
学
校
に

ふ
さ
わ
し
い
は
つ
ら
つ
と
し
た

旋
律
が
印
象
的
だ
。
両
氏
と

も
各
地
の
校
歌
を
多
く
手
が

け
て
お
り
、
日
本
大
学
高
等

学
校
・
中
学
校
（
横
浜
市
港

北
区
）
や
長
田
の
地
元
で
あ

る
静
岡
県
清
水
市
立
第
二
中

学
校
（
現
・
静
岡
市
清
水
区
）

の
校
歌
を
同
じ
コ
ン
ビ
で
発

校
）
が
分
離
す
る
直
前
に
は

二
千
名
を
超
え
る
児
童
が
学

ん
で
い
た
と
い
う
。

　
そ
ん
な
状
況
下
で
一
九
二
三

（
Ｔ
12
）
年
９
月
に
関
東
大

震
災
が
発
生
。
山
王
は
す
で

に
住
宅
地
だ
っ
た
が
、
地
盤

が
強
固
な
こ
と
も
あ
っ
て
被
害

は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
震

災
後
に
東
京
の
下
町
や
横
浜

方
面
か
ら
多
く
の
人
が
移
住

し
、
人
口
増
加
に
い
っ
そ
う
拍

車
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
震
災
翌
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
山

王
で
小
学
校
設
置
の
機
運
が

高
ま
り
、
東
京
府
知
事
へ
の

陳
情
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
建

設
用
地
は
、
外
相
な
ど
を
歴

任
し
た
井
上
馨
の
別
荘
が
あ

ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た

の
を
譲
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
成

功
。
一
九
二
五
（
Ｔ
14
）
年

４
月
、
入
新
井
第
三
尋
常
小

学
校
（
現
・
山
王
小
学
校
）

が
誕
生
す
る
。

や

ま

ず

学
級
、
児
童
数
五
三

六
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た

新
し
い
学
校
は
、
一
九
三
二

（
昭
和
７
）
年
に
そ
れ
ま
で

の
「
男
子
組
」「
女
子
組
」
と

い
う
性
別
の
ク
ラ
ス
編
成
に
代

え
て
、
男
女
混
合
ク
ラ
ス
を
い

ち
早
く
導
入
し
、
先
進
的
な

学
校
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

山
王
の
住
宅
地
開
発
も
さ
ら

に
進
み
、
児
童
も
日
常
的
に

洋
服
を
着
始
め
る
な
ど
生
活

が
洋
風
化
し
て
き
て
い
た
。

　
ち
ょ
う
ど
文
士
村
の
最
盛
期

で
も
あ
り
、
馬
込
か
ら
山
王

に
移
り
住
ん
だ
尾
崎
士
郎
・

12

宇
野
千
代
夫
妻
を
は
じ
め
、

街
で
は
文
士
た
ち
が
盛
ん
に
交

流
を
深
め
て
い
た
頃
で
あ
る
。

　
一
九
三
七
（
Ｓ
12
）
年
に
日

中
戦
争
が
勃
発
し
て
も
、
学

校
は
ま
だ
明
る
い
雰
囲
気
を

残
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か

し
、
一
九
四
一
（
Ｓ
16
）
年

の
真
珠
湾
攻
撃
以
降
は
戦
時

色
が
濃
く
な
り
、
校
名
も
入

新
井
第
三
国
民
学
校
に
変

更
。
一
九
四
四
（
Ｓ
19
）
年

に
は
静
岡
県
へ
、
翌
年
に
は

富
山
県
へ
と
疎
開
を
繰
り
返

し
、
厳
し
い
戦
争
を
く
ぐ
り

抜
け
た
。

　
し
か
し
、
戦
後
も
苦
難
は
続

い
た
。
空
襲
の
被
害
が
な
か
っ

た
校
舎
が
、
一
九
四
七
（
Ｓ

22
）
年
二
月
、
火
災
で
焼
失

し
て
し
ま
う
。
使
え
る
教
室

は
限
ら
れ
、
校
庭
に
机
と
椅

子
を
並
べ
て
青
空
授
業
を
行

い
、
ま
た
、
登
下
校
時
刻
を

変
え
て
同
じ
教
室
を
３
つ
の
ク

ラ
ス
が
使
う
〈
三
部
授
業
〉

を
す
る
な
ど
不
便
を
強
い
ら

れ
た
が
、
地
域
と
の
強
い
絆

に
よ
っ
て
校
舎
再
建
は
着
実
に

進
め
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
一
九
五
三
（
Ｓ

28
）
年
に
は
入
新
井
第
三
小

学
校
か
ら
山
王
小
学
校
へ
と

名
称
を
改
め
た
。

入

表
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
一
九
六
〇
〜
七
〇

年
代
に
か
け
、
校
舎
・
校
地

は
何
度
か
に
分
け
て
整
備
さ

れ
て
き
た
が
、
一
九
七
九
（
Ｓ

54
）
年
、
校
地
南
側
の
日
当

た
り
の
良
い
場
所
に
造
ら
れ

た
「
南
校
庭
」
は
低
学
年
児

童
専
用
の
遊
び
場
と
し
て
長

年
大
人
気
だ
。
公
園
と
見
間

違
え
る
ほ
ど
自
然
と
遊
び
心

に
あ
ふ
れ
た
空
間
は
、
会
社

の
寮
だ
っ
た
土
地
を
購
入

し
、
当
時
の
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
も
作
業
に
携
わ
っ
て
造

り
上
げ
た
も
の
。
木
製
遊
具

は
山
王
の
街
角
に
建
っ
て
い
た

電
信
柱
を
再
利
用
し
た
も
の

だ
そ
う
で
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
も
地
域
に
根
ざ
し
た
歴

史
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛

情
が
垣
間
見
え
る
。

　
さ
あ
、
今
年
も
季
節
が
め

ぐ
っ
て
４
月
。
満
開
に
な
っ
た

校
庭
の
桜
の
木
の
下
を
、
少

し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
歩
く

一
年
生
が
、
85
年
続
く
学
校

の
物
語
に
新
た
な
シ
ー
ン
を
刻

み
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。 

■

お

さ

だ

い

り

【
参
考
文
献
】

・
後
藤
浅
次
郎
監
修「
山
王
の
歴
史
も

の
が
た
り
」（
大
田
区
立
山
王
小
学
校
・

１
９
９
５
）

・
日
本
大
学
高
等
学
校
・
中
学
校
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w
.nihon-u.ac.jp/

orgni/yokoham
a/)

＊
こ
の
サ
イ
ト

か
ら
は
長
田
・
平
井
の
作
に
よ
る
同
校
の

校
歌
・
応
援
歌
が
視
聴
で
き
る
。

大森には、人のいとなみが土地の記憶（地霊）
として残っています。今年、開校85周年を迎え
た山王小学校にも、まちとともに歩んできた歴
史が息づいています。（文＝山田智士）


